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第３章 郡里廃寺跡の概要

第１節 史跡の概要

７世紀中期頃の創建と推定される古代寺院跡であり、法起寺式伽藍配置をとる可能性が指摘されてい

る。建立した氏族に関する史料等は、発見されていないが、周辺に分布する数多くの古墳、条里地割、

郡衙や駅家を想定させる地名等の存在により、当時の美馬郡を治めた氏族の氏寺として建立されたと考

えられる。

これまでの発掘調査で金堂跡、塔跡および寺域を限る土塁状遺構と溝状遺構等が検出されているが、

講堂跡、南門跡、回廊跡等の存在を示す痕跡は、確認されていないことから、主要伽藍のみを備えた寺

院であった可能性も考えられる。なお、塔跡では、再建を示す遺構が検出されている。

寺院の存続期間や変遷は明らかでないが、瓦の出土状況等から比較的短期間のうちに廃絶を迎えたと

考えられている。

寺院廃絶後は、主に農耕地として利用されたが、中世には、当地の一画に小規模な建築物が建てられ

ていたことが瓦片から推定されている。美馬町の田畑は、大正時代初期に藍の栽培に代わって養蚕のた

めの桑園に切り替えられたが、郡里廃寺跡周辺も桑園となっていた。昭和 42・43 年の発掘調査写真か

らは、周辺には桑が植えられていたことが確認でき、同時に、桑園からハッサク畑や宅地への転換も確

認できる。その後、ハッサク畑の造成のため、遺構が削平されたと考えられる。なお、寺域内には、樹

齢 700 年超とされる樹周約 12ｍの中山路のイチョウ（市指定天然記念物）が生育しており、採乳の神と

して現在も信仰の対象となっている。銀杏は、自生しないため、寺院廃絶後に人為的に植樹されたもの

とみられるが、700 年前においても何かしらの伝承があったことが想像できる。

第２節 発掘調査の経緯

第７表にこれまでの発掘調査および史跡指定の経緯を示したが、本史跡の学術的な調査は、昭和 38

年（1963）に当時の奈良国立博物館長石田茂作氏によって、当地で採集された古瓦数点が、飛鳥時代前

期の瓦であると判断されたことを出発点とする。

昭和 39 年（1964）、石田氏による現地調査が２日間実施され、その際に当地が法起寺式伽藍配置を

もつ古代寺院跡であり、約１haの寺域と推定された。また、発掘調査を行えば遺構の確認が可能な遺跡

であると結論づけられた。

しかし、当時は、農地改良の過渡期であり、遺跡の緊急調査が行われることもなく、それまで寺域内

にあった甘藷畑や麦畑は、桑畑や蜜柑畑へと急速な転換が図られた。また、ブルドーザーによる削平作

業も行われ、地下遺構に大きな影響を与えていた。

その後、寺域内を横断する県道建設計画が持ち上がったことから、これに先立ち昭和 42・43 年に旧

美馬町および徳島県によって緊急発掘調査（第１・２次調査）が実施されることになった。

この調査では、塔跡、金堂跡、寺域の位置や規模が明らかとなり、法起寺式伽藍配置の古代寺院跡と

推定された。また、塔跡は、再建が行われていることや、寺院の創建年代と存続時期を推定できる成果

を得た。瓦も多く出土しており、このうち「単弁十二葉蓮華文軒丸瓦」は、香川県まんのう町の弘安寺

廃寺跡や、さぬき市の極楽寺跡から出土した瓦と同笵である。

平成 17年度～平成 23年度（2011）にかけて美馬市が行った、第３～９次の史跡整備事業に伴う遺構

範囲確認調査では、金堂跡、塔跡、寺域を区画する土塁状遺構および溝状遺構、瓦窯跡を検出した一方

で、当初推定されていた講堂跡、回廊跡、南大門跡、寺域南限については、痕跡を含めて確認できてい
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ない。これは前述の農地改良等に伴う削平の影響も大きいと考えられるが、伝承にあるような七堂伽藍

を備えた寺院ではなく、主要伽藍のみを備えた寺院であった可能性も推定される。

第７表 発掘調査等の経緯

期間
場所

(トレンチ)
調査面積 主な検出遺構・遺物

第
１
次
調
査

昭和 42 年 11 月 18 日

～12 月 16 日

1-1～1-9 ・金堂跡（基壇跡）
・塔跡（創建期基壇、再建期基壇、礎石、
根石、四天柱礎、礎石抜取り穴）
・石敷遺構
・瓦片
・土師器、須恵器

第
２
次
調
査

昭和 43 年 11 月 11 日

～12 月 13 日

2-1～2-13 ・金堂跡（基壇基底部、瓦層）
・塔跡（地下式心礎）
・石敷遺構
・瓦片
・土師器、須恵器

昭和 51 年３月 22 日 「郡里廃寺跡」として国の史跡に指定

平成６年～平成 16年 指定地内の公有化事業

平成９年３月６日 願勝寺 63 番地（683 ㎡）を追加指定

平成 18 年７月 28 日
銀杏木 61-1，銀杏木 61-3，銀杏木 61-5（1,136.33 ㎡）を

追加指定

第
３
次
調
査

平成 17 年９月 16 日

～平成18年２月28日

3-1～3-3 798 ㎡ ・弥生土器
・金堂跡（基壇築成土）
・溝状遺構
・寺域西限区画（土塁状遺構）
・寺域東限区画（土塁状遺構）
・瓦片
・土師器、須恵器
・土製品

第
４
次
調
査

平成 18 年６月１日

～12 月 21 日

4-1～4-6 915 ㎡ ・弥生土器
・金堂跡（基壇築成土）
・寺域西限区画（土塁状遺構）
・寺域東限区画（土塁状遺構）
・瓦片
・土師器、須恵器

第
５
次
調
査

平成 19 年６月 15 日

～平成20年１月10日

5-1～5-6 864 ㎡ ・石器
・弥生土器
・金堂跡（基壇築成土）
・寺域北限区画（溝状遺構）
・瓦片
・須恵器
・縁釉陶器

第
６
次
調
査

平成 20 年９月 16 日

～平成20年３月11日

6-1～6-9 577 ㎡ ・石器
・塔跡（基壇）
・寺域北限区画（溝状遺構）
・寺域西限区画（土塁状遺構）
・瓦片
・須恵器
・瓦器
・土製品
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第
７
次
調
査

平成 22 年２月１日

～平成23年３月31日

7-1～7-5 511 ㎡ ・寺域北限区画（溝状遺構）
・寺域南限区画（溝状遺構）
・瓦片
・土師器、須恵器
・瓦器
・鉄滓

第
８
次
調
査

平成22年11月５日～

平成 23 年３月 20 日

8-1～8-4 475 ㎡ ・寺域西限区画（土塁状遺構）
・瓦窯跡
・瓦片

第
９
次
調
査

平成 23 年７月１日～

平成 24 年３月 29 日

9-1～9-5 446 ㎡ ・弥生土器
・寺域西限区画（土塁状遺構、溝状遺構）
・瓦窯跡
・瓦片
・土師器、須恵器
・土製品

第 19 図 トレンチ配置図（『郡里廃寺跡発掘調査報告書』より引用、一部改変）
※図中の数字は、「調査回-トレンチ番号」を示す
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第３節 指定の内容

（１）史跡指定に至る経緯

昭和 42・43 年の第１・２次調査で塔跡、金堂跡の遺構が検出され、法起寺式伽藍配置の古代寺院跡

であり、検出遺構や出土遺物等から寺域の位置や創建年代も推定され、徳島県最古級の寺院跡として重

要な遺跡であると結論付けられたことから、昭和 51年に「郡里廃寺跡」として国の史跡に指定された。

寺院跡の存在自体は、かつて七堂伽藍を備えた大寺院「立光寺」があった場所として、古くから地域
りゅうこうじ

に伝承が残っていた。しかし、立光寺自体は、伝承のみでその存在が確実でなく、仮に存在したとして

も当地の古代寺院跡を指すとは限らないという理由により、広域の地名である「郡里」が史跡名称に採

用されることとなった。

その後、平成９年（1997）には寺域西辺の 683 ㎡、平成 18 年（2006）には、寺域西辺の一筆や寺域

東南辺を画する土塁が指定地外にのびる南東部の 1,136.33 ㎡を追加指定し、現在は、25,682.58 ㎡が指

定地となっている。

（２）指定告示

史跡郡里廃寺跡の指定告示は、以下のとおりである。

①指定時

・文部省告示第 34号

②追加指定時-1

・文部省告示第 32号

②追加指定時-２

・文部科学省告示第 118 号

名称 所在地 地番

郡里廃寺跡 徳島県美馬郡美馬町字銀杏木 二六番、二七番ノ一、三八番ノ一、三八番ノ二、三九番、四

〇番、四一番、四二番、四三番、四四番、四五番、四六番、

六三番ノ一、六三番ノ二、六三番ノ三、六四番、六五番、六

六番、六七番ノ一、六七番ノ二、六八番、六九番、七〇番ノ

一、七〇番ノ二、七一番、七二番、七三番ノ一、七三番ノ二、

七四番、七五番、七六番ノ三

同字願勝寺 五一番、六四番ノ一、六四番ノ二、六四番ノ三、六四番ノ四、

六五番

地域内に介在する道路敷を含む。

名称 所在地 地番

郡里廃寺跡 徳島県美馬郡美馬町字願勝寺 六十三番

名称 所在地 地番

郡里廃寺跡 徳島県美馬郡美馬町字銀杏木 六一番一、六一番三、六一番五
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（３）指定説明

①指定時

名称

郡里廃寺跡

種別

史跡（「三．社寺の跡又は旧境内その他祭祀信仰に関する遺跡」による）

指定年月日

昭和 51 年（1976）３月 22 日

指定面積

23,863.25 ㎡

告示番号

文部省告示第 34号

指定理由

郡里廃寺跡は、吉野川北岸の扇状地上に営まれた白鳳時代創建の寺院跡である。早くから立光

寺跡として知られていたが、昭和 39年、昭和 43 年の二次にわたる発掘調査によって、東西辺と南

北辺が 12 メートルの基壇を持つ塔跡及び東西辺 18 メートル、南北辺 15 メートル前後の金堂跡が

確認されるとともに、寺地の境域が明確にされ、この寺院が法起寺式伽藍配置を持つものであるこ

とが知られた。

郡里廃寺跡は、寺域が確認されるだけでなく、その主要伽藍の跡が良く遺存し、しかも遺瓦、遺

物から見て白鳳時代に創建された徳島県最古の寺院跡として極めて重要な遺跡である。

（※指定通知文より引用、一部修正）

説明文

吉野川の北岸、扇状地上に営まれた白鳳時代創建の寺院跡である。早くから立光寺跡として知ら

れていたものであり、調査の結果法起寺式伽藍配置をとるものであることが判明した。塔跡基壇は

各辺 12 メートルをはかり、塔軸部初重の 1辺は中の間が 2.3 メートル、両脇間はそれぞれ 2.08 メ

ートルと復原することができる。塔心礎は、旧地表下に据えたものであり、中央に径 13 センチ、深

さ 6.5 センチの舎利孔が穿たれている。心礎上に据えた心柱は、南北径 1.06 メートル、東西径 1.08

メートルをはかる不整八角形を呈し、心柱四周を根巻板で囲むことが知られた。金堂跡は東西 18 メ

ートル、南北 15 メートル前後と復原される。塔、金堂間の心を東西に 47 メートルへだてた位置に

石敷列が走り、その下方に土塁を発見しており、また、塔、金堂心から南北に 60メートルをへだて

た位置で同様な遺構を発見し、寺域をほぼ知ることができる。

現段階では、徳島県下最古の寺院跡の一つとして、また、遺構をよくとどめている寺院跡として、

きわめて重要な寺院跡といえるであろう。

（※文化庁「国指定等文化財データベース」より引用、一部修正）

②追加指定時-１

追加指定年月日

平成９年（1997）３月６日

追加指定面積

683 ㎡
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告示番号

文部省告示第 32号

指定理由

郡里廃寺跡は、吉野川北岸の扇状地上に営まれた白鳳時代の寺院跡である。法起寺式の伽藍配置

をもつ白鳳時代の寺院跡として、史跡に指定されたものである。

今回は、寺域西辺の一筆について追加指定するものである。

（※追加指定通知文より引用、一部修正）

③追加指定時-２

追加指定年月日

平成 18 年（2006）７月 28 日

追加指定面積

1,136.33 ㎡

告示番号

文部省告示第 118 号

指定理由

飛鳥時代に創建された徳島県内最古級の寺院跡。塔・金堂・回廊跡などの伽藍中心部分、寺域を

区画する土塁などが良好に残り貴重である。今回、寺域東南辺を画する土塁が指定地外にのびる部

分を追加指定する。

（※追加指定通知文より引用、一部修正）

説明文

郡里廃寺跡は吉野川の北岸、扇状地上に立地する白鳳時代創建の寺院跡である。かつては立光寺

跡として知られていたものであり、昭和四十二年、四十三年の美馬町教育委員会による発掘調査の

結果、塔、金堂、回廊などの伽藍中枢部や寺域を区画する土塁跡を確認し、法起寺式伽藍配置をと

るものであることが判明した。塔跡基壇は一辺一二メートルを測り、基壇下に塔心礎を据え、心柱

には根巻板を八角形に巡らす。金堂跡は東西一八メートル、南北一五メートル前後と復原される。

回廊跡では両雨落ち溝が確認されている。また、塔、金堂間の心を東西に四七メートルをへだてた

位置、および塔、金堂心より南北に六〇メートルをへだてた位置で寺域を画する土塁跡を検出し、

寺域の四周を確認した。これらの調査成果により、白鳳時代に創建された阿波最古の古代寺院跡と

して、昭和五十一年に史跡指定された。その後、平成九年に指定地西側の隣接地を追加指定した。

その後、平成十七年に美馬市教育委員会が史跡整備に必要な情報を得るための発掘調査を行い、

金堂、塔、回廊の跡および寺域の東西辺を区画する土塁の跡を再確認し、寺域東南辺が指定地外に

延びることが確実となった。今回、指定地外に延びる地域のうち、条件が整った部分の追加指定を

行い、保護の万全を図るものである。

（※第一法規株式会社『月刊文化財』より引用）

第４節 管理団体の指定

文化財保護法第 113 条第１項の規定により、令和４年（2022）２月 16 日、美馬市が本史跡の管理団

体に指定された（文化庁告示第５号）。



35

第５節 指定地の状況

（１）土地利用

本市は山地が占める割合が高く低地が少ないため、土地利用は大きく制限されており、吉野川沿岸の

低地が居住地や農地として利用されている。低地の住宅地は段丘面や扇状地に多く分布しており、農地

は氾濫原では水田が多いが、扇状地や自然堤防では畑地、果樹園等も認められる。

本史跡周辺は、住宅地や商業地としての利用が多い。指定地西側の県道 12 号線沿いでは商業施設や

駐車場としての利用が多く、東側の旧県道沿いには住宅地が多く分布する。農地としては畑地・樹木畑

や果樹園等が多く分布しており、扇状地特有の土地利用がなされている。

第 20 図 史跡周辺の土地利用図
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（２）土地所有

平成６年～平成 16 年にかけて指定地の公有化を進め、平成 16 年までに指定地の約 97％が公有地とな

った。また、本市は令和３年に民有地となっていた２筆（680 ㎡）を購入し、指定地の公有化が完了し

た。なお、指定地中央を東西に走る道路は、美馬市道となっている。

第８表 土地所有状況一覧

地番 面積(㎡) 所有 備考 地番 面積(㎡) 所有 備考

26 241.00 美馬市 61-1 398.00 美馬市

27-1 424.00 美馬市 61-3 75.00 美馬市

38-1 815.00 美馬市 61-5 663.33 美馬市

38-2 132.00 徳島県 公衆用道路 51 1,015.00 美馬市

39 1,195.67 美馬市 64-1 1,767.00 美馬市

40 480.00 美馬市 64-2 211.00 美馬市

41 565.00 美馬市 64-3 479.00 美馬市

42 832.00 美馬市 64-4 473.16 美馬市

43 169.26 美馬市 64-5 492.00 美馬市

44 822.00 美馬市 65 737.00 美馬市

45 376.00 美馬市 63 683.00 美馬市

46 1,317.00 美馬市 道・水路 903.92 美馬市

63-1 681.00 美馬市 合 計 25,682.58

63-2 646.00 美馬市

64 451.00 美馬市

65-1 664.00 美馬市

65-2 16.00 美馬市

66 548.00 美馬市

67-1 499.00 美馬市

67-2 1.44 美馬市

68 587.00 美馬市

69 982.00 美馬市

70-1 510.00 美馬市

70-2 122.80 美馬市

71 552.00 美馬市

72 892.00 美馬市

73-1 1,120.00 美馬市

73-2 1,144.00 美馬市

74-1 125.00 美馬市

74-2 18.00 美馬市

75 80.00 美馬市

76-3 777.00 美馬市

第 21 図 指定地内の地番状況


